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令和元年度

和歌山県高等学校教育研究会工業部会

現地見学会（先進校視察）

令和元年10月2日、3日

A1

趣 旨
和歌山県高等学校教育研究会工業部会会則第3条に則り、

本県工業科教員対象の研修機会を提供するもの

目 的
他府県の先進工業高校等視察することにより、

工業教育の振興に寄与すること
学び続ける教員としての資質を高めること

工業部会の本来の目的

・ 工業に関わる教員の資質向上に寄与する
・ これからの工業教育を考える機会を設ける

学校訪問（10/2）

新潟県立新潟工業高等学校
（新潟県新潟市）

企業訪問 ・ 学校訪問（10/3）

株式会社栗山米菓
（新潟県新潟市）

新潟県立新津工業高等学校
（新潟県新潟市）

新潟県立新潟工業高等学校

・目指す学校像
理工系大学への進学指導を強化
工業技術のスペシャリストの育成(資格取得）
部活動を通しての人間力の育成
地域や産業界との連携による人材育成

国公立への進学 10名以上（H30)
就職にも進学にも強い学校

新潟県立新潟工業高等学校
進学に重きをおいた進路指導計画
・進路指導部は、15人体制
・進学希望者は約100名
（国公立約20名、私立40名、専門学校等約30名）

・進学希望者に対しては、「主担当」「各教科担当」が付く
面接・志望理由書の指導、小論文、教科指導

（教員1名につき、生徒10名程度）
・面接必勝ノート
（自己分析、志望先分析、面接練習など）

新潟県立新潟工業高等学校
難関資格に合格
・第1種電気工事士 14名
・測量士補 11名
・技術士1次試験（建設部門） 3名
・危険物取扱者（甲種） 2名

ジュニアマイスター顕彰制度（全工協）
ジュニアマイスター認定者 84名
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新潟県立新潟工業高等学校
文部科学省委託研究事業
スーパープロフェッショナルハイスクール(SPH)
「工業技術の向上に資する専門的職業人材
育成プログラムの開発」 H29～H31(R1)

・育成すべき人材像
判断力・表現力を含めた課題解決能力
専門知識の習得と協働し、生きて働く力
主体的に学習に取り組む態度

生徒同士で教える、教わる
※各科の実習を月曜日の午後に集める
（一つのテーマ［エコハウス］に全科で取り組む）
※スキルアップシートの活用（50枚以上）
（教える側、教わる側それぞれで作成）

課題解決能力の育成
外部企業との連携
まとめる力・文章力の育成

「工業技術の向上に資する専門的職業人材
育成プログラムの開発」

地域連携の推進

育成すべき人材像
① 高い実践力に裏付けられた科学的な根拠に基づいて思考し、困難な課題にも対応することができ
る判断力・表現力を含めた課題解決能力を身に付けている人材
② 日本が持つ技術力に誇りを持ち、専門分野の知識・技能を習得し、多様な文化や価値観を持つ
人々と協働し、生きて働く力を身に付けている人材
③ 自己実現に向け、工業技術に対して興味・関心を高め、たくましく突き進む行動力や、生涯に
渡って主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力を身に付けている人材

工業技術の向上に資する専門的職業人材育成プログラムの開発

新潟県立新潟工業高等学校 スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール イメージ図

グローバルな視点を育成

学びに向かう力 異文化に対する関心・意欲

2年
思考力・実践力の育成

講義

県内企業・大学・研究機関との連携

技術指導 1年
課題を発見する力の育成

技術交流を通じて世界と関わり、
社会を生き抜くことができる力の育成

講義 学習

言語と文化を学習
・国際理解
・外国語活用能力

課題解決に必要な思考力 国際社会を生き抜く力

学科間連携による再生可能エネルギーに関する研究 異文化理解と交流実践

困難な課題に対応できる力 国際社会で技術を活用できる力

学科間連携・地域連携による高度な研究 国際社会貢献活動

工業技術の向上に資する人材の育成

３年

課題解決能力の育成

インターナショナルハイスクールとの
文化交流

習得した知識･技能の実践 課題解決に向けて協働する力の醸成

研
究
計
画 課題解決能力を育成する主な取組
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株式会社栗山米菓（Befco）
【会社概要】
会社名:株式会社栗山米菓
設 立:昭和24年2月
資本金:8,677万円
主力製品 「ばかうけ」「瀬戸しお」など
米菓の生産金額約2500億円のうち180億円

（業界3位）
【拠 点】 新潟本社、東京本社・営業部

新発田工場、中条工場、ばかうけファクトリー
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株式会社栗山米菓（Befco）
【ばかうけファクトリー】 ※工場名
4階建て、床面積16,757平方メートル
極めて人の少ない工場
・工員は常時約20名で3交替制（約60名）
・一点物の専用の機械を使用 ←技術者を切望
・人がするのは、機械ができないこと
・熟練女子工員のスピードにはそれでもかなわない
・工業系の学生は入社希望が少ない
（就職先として認知されていない）

新潟県立新津工業高等学校

・目指す学校像
高校生活満足度100％の学校
進路希望達成100％の学校
保護者,地域社会,産業界から信頼される学校

高度熟練技能者(＝匠) による実習指導
企業等産業現場実習、工場見学

ものづくり講演会の実施
技能・技術の習得に特化した学校

新潟県立新津工業高等学校
本物を作りつつ、技術・技能を身に付ける
・非常勤講師(宮大工など）による実習指導

宮大工から生徒への技術の継承

・鋳物から造る50ＣＣのエンジン ※１人１台
課題研究 37,8回の授業で動くまで単位が出ない

・故障した車いすを頂き、修理して海外へ寄付
使う人のことを考え、使ってもらう喜びを得る

・教育版レゴ® マインドストームなどの活用
考える、造る、実践するプログラミング教育

日本建築科 工業マイスター科
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生産工学科

ロボット工学科 新潟県工業部会
・工業高校は県内8校、部会は全部で15校
・事務局は、新潟工業高校の副校⾧
・教育課程委員会と活性化委員会
・就職調査と3年離職率調査
・県外視察（今年は評価基準について視察）
・工業部会進学セミナー

国公立を目指すためのセミナー
例年8月に開催（今年度は12月も）10年継続

現地見学会（先進校視察）を終えて

・ はっきりと打ち出した特色
新潟工業は「進路指導の充実」
新津工業は「技能・技術の習得」

・ 特色を実現するための
カリキュラムや時間割などの工夫

・ 送り出す生徒像をしっかりと持ち、
その実現のため、一致団結した教員集団


